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あらまし：本研究では，データサイエンス等に関する知識・技能を全ての国民が育むことが求められる背

景の下，現職の小学校教員は，小学校教員がこれらのスキルを身につけておくことをどの程度有用と考え

ているのかについて，データサイエンティストの考えとの比較を通じて検討した．結果，小学校教員は，

データサイエンティストよりも，小学校教員がこれらのスキルを身につけておくことについて「有用では

ない」と評価しており，それはとくにデータエンジニアリング力に関するスキルにおいて顕著であった．

また，データサイエンティストにおいては，日本の小学校教育の現状に対する危機意識が高い人ほどデー

タサイエンス力の有用性認知が高いのに対して，小学校教員はその逆で，危機意識が高い人ほど，データ

サイエンス力の有用性認知は低い傾向であった．
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1. はじめに
内閣府（1）は，『AI 戦略 2019』の中で，「大学・高

専・社会人」を対象とした目標として「文理を問わ

ず，全ての大学・高専生（約 50 万人卒／年）が，課

程にて初級レベルの数理・データサイエンス・AI を

習得」することや，「多くの社会人が，基本的情報知

識とデータサイエンス・AI 等の実践的活用スキルを

習得できる機会をあらゆる手段を用いて提供」する

こと，さらには「小学校・中学校」を対象とした取

組として，「現職教員のデータサイエンス・AI リテ

ラシー向上のための学習機会の提供」等を掲げた．

すなわち，小学校教員にも，一定のデータサイエン

ス・AI 等に関するリテラシーを向上させることが求

められるようになった．

一方，小学校教員は，小学校教員がこれらのスキ

ルを身につけておくことについてどの程度有用と考

えているのであろうか．本研究では，データサイエ

ンティストの考えとの比較を通じて，小学校教員の

有用性認知の実態について明らかにすることを目的

とする．データサイエンティストとの比較を行うの

は，小学校教員については，各スキルについて，現

状未修得の状態であることから，有用性についての

妥当な判断が困難な者も，少なからず存在すると考

えられるためである．

2. 方法
2022年４月，楽天インサイトの保有するモニター

のうち，現職の小学校教員およびデータサイエンテ

ィスト（いずれも常勤）を対象に，「教育に関するア

ンケート」と題した調査を依頼した．

調査は，下記２つの尺度から構成した．

ビジネス・データサイエンス・データエンジニアリ

ング力 データサイエンス協会（2）の定めた，データ

サイエンティストに必要とされるスキルの内，見習

いレベルの必須スキル 92 項目（ビジネス力：21 項

目，データサイエンス力：45 項目，データエンジニ

アリング力：26 項目）について，日本の小学校教員

がこれらのスキルを身につけておくことについて，

どの程度有用と考えるかを，1（全く有用でない）～

7（非常に有用である）の 7段階で評定を求めた．た

だし，項目文に意味のわからない箇所があり，有用

性の判断が難しい場合は，別途用意した選択肢『項

目文の意味がわからない』を選択するよう求めた．

なお，今後の参考として，とくに有用でない，また

は有用であると判断した内容とその理由についての

自由記述をあわせて求めた．

現状への危機意識 有用性認知の個人差要因につい

ての検討を加えるため，尾関（3）の「現状への危機意

識」尺度を参考に，日本の小学校で行われている学

校教育の現状に対する危機意識を測定した．なお，

今後の参考として，日本の小学校で行われている学

校教育の現状について，とくに危機的に感じている

ことの自由記述をあわせて求めた．

3. 結果と考察
計 365名（小学校教員：182 名（男性：114名，女

性：68名，平均年齢 46.03歳），データサイエンティ

スト：183名（男性：175名，女性：8 名，平均年齢

49.37 歳）の回答データが得られた．２つの職種で性

比が異なっていたため（χ2(1)=60.24, p<.01），職種に

よる回答結果の違いを検討する際には，性別要因が

交絡していることに留意する必要がある．
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3.1 各スキルの有用性認知 
まず，「項目文の意味がわからない」と回答した参

加者のデータをペアワイズ除去した上で，職種別に

各スキルの有用性認知の平均値を概観したところ，

小学校教員はデータサイエンティストより「項目文

の意味がわからない」と回答する割合が高く，また，

項目文の意味がわかる参加者に絞った比較において

も，有用性認知が低い点が特徴的であった． 

次に，３つの領域（ビジネス力，データサイエン

ス力，データエンジニアリング力）ごとの傾向をみ

るため，それぞれの領域ごとの尺度得点（項目平均

値）を求め，職種×領域の２要因混合分散分析を実

行した．その結果，まず，領域の主効果が検出され

た（F(2, 454)=62.89, p<.01, 𝜂𝑝
2 = .22）．Holm法によ

る多重比較を行ったところ，いずれの領域間におい

ても差が検出され，尺度得点の平均値はビジネス力，

データエンジニアリング力，データサイエンス力の

順で高かった（ps<.01）．また，職種の主効果，およ

び交互作用効果も検出された（順に，F(1, 227)=67.83, 

p<.01, 𝜂𝑝
2 = .23; F(2, 454)=10.99, p<.01, 𝜂𝑝

2 = .05）．す

なわち，小学校教員はデータサイエンティストより

も，全般に有用性認知が低く，その程度は３つの領

域によって異なっていた．交互作用が検出されたた

め，領域別に職種の単純効果の検定を行ったところ，

データエンジニアリング力，データサイエンス力，

ビジネス力の順で，差がより顕著であった（図１参

照．順に，t(681)=9.10, p<.01, d=2.12; t(681)=6.97, p<.01, 

d=1.62; t(681)=4.69, p<.01, d=1.46）．  

3.2 現状への危機意識と有用性認知の関連 
「現状への危機意識」を測定する 6 項目について，

逆転項目を逆転処理の上，尺度得点を求めた（α=.81）． 

職種別に，現状への危機意識と，各領域のスキル

に対する有用性認知の相関行列を求めたところ（表

1 参照），小学校教員・データサイエンティストのい

ずれにおいても，現状への危機意識が高い人ほど，  

 

注）エラーバーは標準誤差，BZはビジネス力，DSはデータサ

イエンス力，DEはデータエンジニアリング力を示す 

図 1 職種・領域別にみた有用性認知の尺度得点 

表 1 現状への危機意識と各有用性認知の関係 

 (a) (b)  (c)  (d)  

(a) 危機意識   .19 * .17 * .13 † 

(b) BZ .31 **   
.71 ** .70 ** 

(c) DS  －.17 † .11 
   

.65 ** 

(d) DE  －.07  .27 ** .72 **   

注）下三角は小学校教員における相関行列，上三角はデータサイエ

ンティストにおける相関行列を示す．下線は，職種間で有意な相関係

数の差が検出されたものを示す．** p<.01, *p <.05, † p<.10 

 

ビジネス力についての有用性認知が高かった（順に，

r=.31, t(131)=3.68, p<.01; r=.19, t(166)=2.48, p=.014）．

一方，データサイエンス力については，データサイ

エンティストでは，現状への危機意識が高い人ほど

有用性認知が高いのに対して（ r=.17, t(144)=2.11, 

p=.037），小学校教員ではその逆で，現状への危機意

識が高い人ほど有用性認知が低い傾向（r=－ .17, 

t(105)=1.78, p=.075）であった．また，この相関係数

の差は有意であった（z=2.71, p<.01）．この結果から，

小学校教員においては，データサイエンスでは対応

が難しいような対象に危機意識を抱いている可能性

が考えられる．あるいは，データサイエンス力を身

につけることで何を解決できるのかを十分に理解で

きていない可能性も考えられる．データエンジニア

リング力については，相関係数の差は認められない

ものの，データサイエンス力と概ね同様の傾向を示

した．なお，その他の変数間の関連について特筆す

べき結果として，データサイエンティストにおいて

は，ビジネス力の有用性認知が高い人ほど，データ

サイエンス力・データエンジニアリング力の有用性

認知も高い傾向が強いのに対して（順に，r=.71, 

t(138)=11.76, p<.01; r=.70, t(156)=12.13, p<.01），小学

校教員においては，この関連は認められない，また

は認められてもその程度が弱く（順に， r=.11, 

t(97)=1.13, p=.263; r=.27, t(97)=2.72, p<.01），いずれも

有意な相関係数の差が検出された（順に，z=5.76, 

p<.01; z=4.53, p<.01）．小学校教員は，ビジネス力と

データサイエンス力・データエンジニアリング力を

比較的独立した対象として認識している可能性があ

る．今後，これらの認識の実態を踏まえた学習機会

の提供や研修プログラムの在り方について検討を進

める必要がある． 
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